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岡山県大笹鉱山・阿郡鉱山・物理探鉱調査報告

小谷艮隆＊　堀川義夫＊ 本間一郎＊　柴藤喜平＊

Geop血ysical　Explorations　at　Oza由and　Abe　Mines，Okayama　Prefectu挙e

Yoshitaka　Odani，’

　　　　　　　　　　　　by・

Yoshio　Horikawa，Ichir6Homma＆K：ihei　Shib段t6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　The　electrical　and　radioactive　prospectings　wefe　carrie（10ut　for　uranium　bearing　copper

vein＄of　hydrothermal　type．The　deposits　occurred　in　biotite　granite　which　distributed　in

ChUgoku（iis㌻rict．

　　　　　At　these　veins，it　was　recognized　that　copper　was　immediately　accompanied　by　uranium，

and　some　outcrops　were　found．　This　was・the　reason　why　these　min』砂s　were　selected　as　the

test五eld＄of　g60physical　exploration　for　uranium　in　the　metal　deposit．

　　　　　1At　the　Ozasa　mine，the　surveys　were　carried　out　both、in　drifts　and　unexposed　areas．

At　the　Abe　mine，due　to　sわortage　in　times，the　surveys　were　limited　mainly　to　solhe　drifts　and

two　well　electrical　loggings．

　　　　　Results　obtained　are　as・follows：

　　　　　1．Ozasamine
　　　　　S．P．－indications　found　at　the　mineralized　zones　were　evident　both　in　drifts　a．nd　on　the

ea就h　su㎡ace．　However　on　the　earth　surface，their　potential　variations　were　rather　scarce．

According　to　the　results，in　drifts，there　wa＄、not　apP6are（i　any　cha．τacteristic　difference　in　the

variation　ofS．P。b6tween　the　secondary　oxidize母zone　and　primary　sulphide　zone。

　　　　　　Characteristic　earth　resistivity　distributions　were　obser▽ed　at　the　mineralized　zones，

namely　in　drifts，the　mineralized　zones　showed　lower　resistivities　than　wall　rocks，but　in

areal　distribution，10w　resistivity　zones　corresponding　to　the　deposits　Were　accompanied　by

rather　resistive　zones歌t　their　side．　According　to　earth　resistivity　surveys　by　horizontal　and

vertiヒal　methods，ゼhe　apParent　resistivity　of　biotite　granite　in㌻hi白area　might　be　about100

kΩ一cm。

　　　　　　In　radioactive　prospecting，high　radioactives　were　found　generally　corresponding　to

minera1圭zed　zones　in　drifts．　H：owever，definite　radioacti▽ity　variations　were　not　found　on　the

earth“urface　over　deposits．　Regarding　such　results，it　was　considered　that　there　were　the

debris　from　many　old　drifts　an（l　were　the　local　irregular1ty　of　soil　thickness．

　　　　　　2．Abe　mine

　　　　　　S．P．and　radioactive　indications　generally　corresponded　to　the　mineralized　zones．　Earth

resiSti▽ity　Survey　waS　Omitted．

　　　　　　In　electrical　we111099ing，resistivity　curves　showed　resistive　for　granite　and　low　resi・

stivity　for　the　mineralized　zones．S．P．cur▽es　indicate（1umoted　res“1ts．

　　　　　　In　conclusion，the　applicabi王ity　of　electrical　prospecting　for　uranium　deposit　of　this　type

was　appreciated。Radioactive　pr6specting　on　tbe　ear伍surface　could　pot　come　to　a　conclu．

sion．
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要　　旨

　　ウラン鉱床のうち，金属鉱床と密接な関連性を有する

と思われるものの探査には，電気探鉱にょつて，間接的

にその目的を達しうる可能性が考えられ，また鉱化作用

が地表に及肉でいれば，地表からの放射能探鉱も一応考

えられる。これらの可能性を検討する目的をもつて，岡

山県大笹鉱山および阿部鉱山（ともに黒雲母花嵩岩中の

＊物理探査通．3

！

熱水性含ウラソ銅鉱脈）の既知鉱床周辺について，電気

探鉱および放射能探鉱を行なつた。た黛し，阿部鉱山に

ついては，坑内測定および試錐孔内の電気検層である。

　　調査の結果，坑内においては，鉱床附近で各方法とも

示徴が認冷られ，また地表においても既知鉱床およびそ

の鑓先と思われる位置に，電気探鉱による示徴が認めら

れた・地表における放射能探鉱は・絶表条件の制約等が

あつて，その適応性を充分検討するに至らなかつた。結
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論として，この種の鉱床に対する電気探鉱は，その適応

性が認められたほか，とくに花崩岩地帯の調査について

技術的な参考資料も得られたが，地表の放射能探鉱につ

いては，さらに機会を設けて検討される必要があ為。

1．緒、　言

　　　昭和33年2月，岡山県大笹鉱山の物理探鉱調査を行

　　ない，併せて阿部鉱山の坑内測定および試錐孔内の電気

　　検層を行なった。こXにその結果を報告する。

　　　核原料物質に対する物理探鉱法として，敏射能探鉱が

　　 一般に行なわれているが，それが金属鉱床に伴なわれ，鉱

　　床と密接な関係を有する場合には3金属鉱床を操査する

　　ことによつて，核原料資源の探鉱をなしうることが考え

　㊤られる。本調査の対象とした両鉱山は，いずれも黒雲母

　　花嵩岩中に睦胎する熱水性の含ウラン銅鉱脈であつて，

　　本所鉱床部による地質鉱床調査の結果，放射能鉱物が銅．
、

　　鉱床と密接な関係を有するもの一と推定されているので，

　　この種の鉱床に対する電気探鉱の適応陸，および地表に

　　おける放射能探鉱の適応性を検討する目的をもつて，物

　　理探鉱調査を実施した。

　　．調査に際しては，筆者のうち，小谷・本問が電気探鉱

　　を，堀川が放射能探鉱および阿部鉱山における各測定を

　　それぞれ担当し，柴藤は，大笹鉱山における坑内測定の

　　・指導にあたつた。なお，調査に伴なう地形および一部の

　　坑内測量は，技術部の小張孝・宮沢芳紀が担当した・

　　　本調査の実施について便宜を与えうれた，岡山県水産

　　商工部，総社市役所その他の関係各位に衷心より謝意を

　　表するb

　　　　　2．位置および交通

　大笹鉱山は，岡山県総社市楓谷にあり，伯備線豪漢駅

・の北方約5kmにあたる。豪漢駅から岡山発神原行バス

を利用すれば約15分で楓谷部落に達し，これより西方
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第1図調査位置図

・へ約1㎞，徒歩約80分で，本調査区域に至る。岡ゆ甫

からバスを利用すれば棋谷まで約1．5時問である。一

　阿部鉱山は，岡山県高梁市井谷にあり，高梁駅の西方

一約4km，成羽行・ミスで約10分で井谷橋に至る。鉱山ま

では徒歩約5分である（地形図20万分の1高梁，5万分

の1高梁）。　　　　　　　　、　　　　『、　1

3．地形・地質および鉱床

　総括的な記述は，［島津忠夫・・小尾五明の地質鉱床調査

報告においてなされるのそ，本調査に関係のある部分に

ついて述べる。

　調査区域内の地形は，第2図のように，標高240～320

mで，区域の北西部を除いては一般に緩やかな起伏をな

している。、北東ないし北べ流れる3本の沢を含み，この

うち東部のものが最も開けている。

　地表は，花崩岩の風化した砂に覆われている部分が多

く，数工Oc血以内で風化層を経て岩盤に達するが，露岩

となつそいる所や，一方砂防工事によつて砂が2m以上

堆積してし｛る所があり，また多数o旧坑や露天掘跡があ

つて，それぞれ坑口附近には研山が残されているρ

　鉱床は，3～4本の鉱脈からなりP，個々の鉱脈の走向

は区々であるが，全体の傾向としてはNWW～SEE方

向に配列する平行脈である・各鉱脈は，走向延長よりも

むしろ上下に・垂直に近い傾斜をもつて連続しており，・

平面的にみればレソズ状あるいは筒状を呈する。鉱化作

用は地表に達しているが，酸化帯の発達が著しく，調査

区域内の1坑，2坑，3坑では硫化鉱物はほとルど認め

られず，孔雀石等になつている。鉱体周辺の変質作用

は，著Lくないが，下部の初生硫化帯では緑泥石化およ

び若干の珪化作用を伴なつている。』

　阿部鉱山も同種の鉱床であるが，測定を行なつた天神

橋坑では酸化帯は発達しておらず，変質作用としては珪

化作用および緑泥石化作用がやX著しい。

4．調査区域および方法

　4．1大笹鉱山
　大笹鉱山においては，坑内測定と地表調査とを行なつ

た。

　坑内測定は，1坑，2坑，3坑，「5‘20』の旧坑およ

び大切坑上1段，上2段において1m，2mあるいは4m

ごとに，側壁について自然電位，・放射能強度の分布を測

定し，また2坑坑口から北押引立の間では，電極間隔

2‘m，4m，8mセ，2極法により2mごとに比抵抗
分布を測定した。

　地表調査は第2図のように，4坑，2坑，3坑を含む

：東西約400mの間に，15m間隔で各200mの測線28本
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を配し，各測線上に10mごとに測点1

を設けて，自然電位，比抵抗および放1

射能強度を測定した。測線の名称は，

：東から「a，い，いノ，ろ…・か」とし。，

測点の番号は北から「0，1，2…・20』

とした。

自然電位および放射能強度の測定は

各測点に深さ数10cmの穴を掘り，そ“

の底および地表の双方について行ない

自然電位分布の示徴部数ヵ所では岩盤

までトレンチングを行なつて，自然電，

位および放射能強度を測定した。

地抵抗の測定では，電極間隔10m，、

20mおよび40mの2極法による水．
平探査のほか，「ほ一10」，「ヘー3」，

「ヘー10」，「ち一8」，「り一4」，「り！一、

15」の各点で測線を利用して，2極法

による電極間隔50mまでの垂直探査

を試みた。「ヘーlo」では基線を利用し

て東西方向の電極展開についても測定・

した5電極の移動は電極間隔20mま

では2m，それ以上50mまでは4m
としたo

測定機器は，電気探鉱には地質調査・

所型電気探鉱器を使用し，放射能探欽

にはアメリカP．R，L社製Royal　Sci．．

nti11ater、を使用した。放射能探鉱の際

の時定数は5秒，較正は適時に行な

つたo

4．2阿部鉱山
天神橋1坑および2坑坑内砕おいて

自然電位および放射能強度の分布を測『

定したほか，2坑上部の地表で自然電

位を，まだ2坑の鑓先探鉢のために坑1

外から掘難された試錐孔内で，自然電一

位および比抵抗をそれぞれ測定した。

坑内の各測定ぱ，1mごとに鉱脈に

沿つて行なつたが，1坑の放射能強度』

測定は坑内g一部のみそある。

地表における自然電位測定は，2坑

坑口の北西方約14m，：および29mの

位置に坑道と直交する各30mの測線・

「い，ろ」を設け，北をNo．0として2

mどとに測定を行なつた。

試錐孔は河内英幸・後藤進の掘難ご

による1号孔および2号孔であつて，
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’深度は前者が19．7m，後者が32m，孔径ばいずれも47

＝mmである。電気検層は，孔口から数mの間および孔

底附近は50cmごとに，その他の部分は25cmごとに

『測定した。比抵抗測定の電極問隔は，25cm，50cmの

・2種類である。使用した測定機器は，大笹鉱山の場合と

伺様である。

　なお，放射能については，両孔とも原子燃料公社所有

めSU－P4W型放射能検層器により河内・後藤が測定し

’た。時定数は15秒，自然計数は毎分110～120comtで’
、ある。

5．調査測定結果および考察

一5．1大笹鉱山

　坑内測定（第3，4図参照）

　第3図に2坑坑内の自然電位，比抵抗（平均3極法に

換算）および放射能強度の分布を曲線として示L，参考

として，坑内地質および坑道上を通る地表調査の，最寄

り測点における各測定値を，それぞれほ攣該当する位置

　　　　　　　　　　　　　　　●、について記入』した。

　各曲線を，坑内地質と対照してみると，鉱化作用との

1関連性が最も顕著なものは，比抵抗曲線であつて，鉱化作

、用の認められる箇所では』ほとんど例外なしに比抵抗曲

線の下降がみられる。花醐岩の見掛け比抵抗は，約100

1k蹉cm前後と思われる。2種類の電極間隔によるそれ

ぞれの曲線は，坑口附近を除けば，著しい相違ほない。

坑口附近は，坑道の下が採掘跡の空洞で水が充満してお

り，これが比抵抗分布に反映していることが考えられ

る。空洞の規漠は不明で，水のpH：は約6．3（箔比色計

による）である。　　1　　　　　　　　　　　、

　60m附近の高比抵抗部は，鉱化作用に直接の関連を

有するものとは思われないが，この附近には多くの節理

二が発達しており，母岩中の岩質あるいは構造的な特殊条

件にあるのかもしれない。他の坑道単おいても，思岩中

にきわめて堅硬な，高比抵抗を思わせる箇所が見受けら

れた。

　自然電位曲線は，比抵抗曲線に比較して，鉱化作用との

関連性が顕著でない。その理由としては，完全な立入坑

道でなく，露頭から開坑された鑓押し的な坑道であるこ

と，鉱脈が天盤を通つている所が多いのに対し，曲線は

側壁の測定値を用いでいること，およびピリ鑓が坑道を

横断している場合でも，測点間隔に比較し・て鉱化帯が狭

いこと等が考えられる。しかしながら）北押10m附近

の着脈部では，顕著な電位降下が認められ乳，またビリ鑓

でも測点と一致すれば75m附近のように，きわめて鋭

い電位降下を示しているので，鉱化作用と自然電位との

間に関連性のあることは明らかである。

放射能強度曲線は，北押および75～85fnの間で一般に

高い値を示しているほか，55m附近でもやx高く，放射

能鉱物の分布が，鉱化作用と関連を有することがうかが

われる。坑口附近の鉱化帯で，対応が明らかでないのは，

この部分の鉱脈がすでにほとんど採掘済みであり，現在

みられるのは，稼行に堪えぬ末端部であること，および坑

口に近く外気め影響を蒙りやすいこと等が考えられる。

　2坑では，図に示すほか，北押の着脈点かう東および

西向の鍾押坑道内でも，自然電位および放射能強度の測

定を行なつたが，結果的には北押における変化と類似し

ており，短区間でもあるので図示を省略する。・

　附記レた地毒の測定値は，測点数が少なく，また概略

の位置であるが，電気探鉱については坑内測定の結果と

比較的よく対応している。これに対して，放射能強度は

坑内でみられる変化が，・地表では明わかでなく，地表か

らの探査に効果の期待し難いことを，思わせる。

第4図は1坑，3坑および1坑の下部にあたる大切坑

上1験，上2段における自然電位および放射能強度の坑
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第3図自然電位・比抵抗なら1びに放尉能強度曲線図（2坑）
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第4図　自然電位ならびに放射能強度曲線図

内測定結果である。

　各坑とも自然電位と鉱化作用との関連性は明らかに認

rめられる。酸化帯に属する1坑に対し，大切坑上2段は

1坑地並の下部約61m，上1段はさらにその直下約18m

にあつて，いずれも下部の初生硫化帯にあたると思われ

るが，自然電位分布には，上部と下部とゐ間でとくに異

なつた傾向はみられない。

　上1段のNo．5”～10ノ’間にみられる電位降下につい

ては，原因が明らかでないが，0’～1’の坑道における鉱脈

が，この阻近に分岐しているのかも知れない。放射能強

度は，大切坑上1、段Nα0～20の間を除いては，鉱化作

用の存在と対応して高い値を示しており，前記2坑にお

けると同様，両者間に関連性のあることが認められる。

上1段N軌0～20の問は，比較的水が多く，放射能鉱物

が溶解し易い状態にあることが考えられる。

地表調査（第5～8図参照）

　地表における放射能探鉱は，前述の通り全測点にピヅ

トを掘り，岩盤上を原則として測定を行なつたが，研山

中に20～25μRIHRを示す箇所があるほかは，一帯に

10～20μRIHRの値が分布して，まとまつた傾向が認め

られず，また既知鉱床上部で，1精査を行なづても鉱床と

の関連が不明瞭であつて，分布図を作成するに至らなか

つた。したがつて，電気探鉱の結果のみを附図として示

す。

　第5図は自然電位分布であり，第6図および第7図は

水平探査による比抵抗分布である。
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第5図　自然電位分布図　（単位mV）

　自然電位分布については，．放射能探鉱用に掘つた前記

のピソトを利用して，表土上とずヅトの底との双方につ

いて測定を行なつたが，結果的には表土の厚零に著しい

変動があつて，ピットをさらに掘下げても岩盤に達しな

い箇所があり，表土を除いた状態で，自然電位分布を測定

しようとした意図は達せられなかつた。しかしながら，

全体の分布傾向および個々の測定値は，表土上の結果と

ピヅト内での結果とが類似しており，数測点の例外を除

いて・両者が一致あるいに多少の差を示す程度であるの

で，各測点における平均値を用いて分布図を作成した。

　・銘抵抗法の測定結果は，平均3極法に換算し，電極間

隔10mおよび20mの分布図とした。

　本区域における自然電位は，±約100mV以下，主と

して数10mV未満の変化であり，比抵抗は数10～約

200kΩ一cmの範囲であつて，地質が比較的単純である

にもカヘわらず，いずれもやX複雑な分布を示している

が，沢あるいは低地に自然電位の高電位が分布する傾向’
’
が
み
ら
れ るほかは，地形の高低による影響は著しくな

く，むしろ餅や露岩等の地表条件が，鉱化作用以外の要

素をなしているものと考えられる。

　一既知鉱床上における自然電位分布は，『2坑については

「ほ’～と！」および「ち’～ゲ」のそれぞれN軌12，13附

近に，一3坑については「を，わ一12～撃」附近に，また美

・坑は「ろ一14～15ゴの露天掘跡附近に，いずれも明瞭な

低電位帯が認められ惹。た聖1坑東韻　（rい1－13」）2

坑北押の着脈部，（rち，ち’一1ユ」）3坑鑓押東部（「を，を’

・一7」）のような箇所の上でぽ顕著な電位降下が認きうら

れないのは，これらの地表に，露天掘による流‡や，研，

が分布しているためと、思われる。、

　鉱化作用と比抵抗との関連性は，2坑坑内の測定によ

つて，鉱化帯が低比抵抗を示す傾向が認められており，

地表調査でも，鉱床附近にはいずれも比較的低比抵抗部

が分布Lている。レかし地表調査の結果から注目すべぎ

ことは，鉱床附近にはまた高比抵抗帯があり，鉱脈は高『

低両比抵抗帯の境界附近に存在する傾向がみられること
F
で
あ つて，研山に覆われた1坑においても，露天掘の下

部にあたる西部の網状脈は，高比抵抗帯との境界部にあ

たる・か玉る傾向からすれば，2坑坑内の高比抵抗部も

鉱化作用となんらかの関連性を有するものと解すべきで

あろう。

　鉱床附近における，以上のような観察に基づいて，測

定結果を総合的に検討すれば，次の通りである。

　未知区域における（一）20mV以下の自然電位示徴部

のうち，区域の周縁部にあつて分布状態の明らかでない

もの（例えば「ほ一20」，「わ，わ’，か一南部」，「か一7～10」，，

「をノ，わ一〇」，「と1一北部」の各附近），および研山，露

岩等の地表条件を考慮すべきもの（倒えば「a，い，い’一

5」・「に・に一3」・「にτ11」・「と・と’，ち一18」，の各

附近）を除いた残余の箇所は，．多少とも鉱化作用との関

連性があるものと思われる。これに該当する示徴部のう

ち，既知鉱床上部のものを除いて列挙すれば，rろ・一北

部」1「ろ一18」，「ほ’，ヘー北部」，「へ，へ一8」，「り一

〇～5」，およびrち！，り一5～10」の各附近である。また

「a－15」附近も，周縁部ではあるが，この北東方にある
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第6図　比抵抗分布図平均3極法σ一10m　（単位kΩ・cm！

旧坑との関連を考えたい。区域中最も顕著な低電位帯で

ある「ち’，り」線の示徴は，その南部，ずなわちrち’一

10」と「り＝10」の中問附近が，2航乖押の尖端にあた

つており，地形的にも低所であることから，鉱化作用を

反映している可能性が最も強い箇所である。

　これに比較すれば，その他の箇所は，いずれも示徴度

が小さく，かつ規模も区域内に，おいては大ぎいとは考え

られないが，「a－15」の北東方には前述のように旧坑が

あり，また「へ」線の北部には往時旧坑があつたなどの事

実から，今後の探鉱に際して，これらの示徴箇所をも，

一応考慮されることが望ましい。

　調査に附随Lて試みた，比抵抗法垂直探査の測点およ

び測定結果を第8図に示す。測点の選定は，、地形および

地表条件を考慮して行ない，電極の配列は通例の4極法

、でなく2極法を用いた。

　深度比抵抗曲線は，各測点とも約100kΩ一cm前後の

値で安定しており，2坑坑内の測定結果を考慮すれば，’

これが本地域における花崩岩の見掛け比抵抗値と解され

るo

　各曲線中，例えばrヘー3」，rり一4」等はrほ一10」，

「ヘー10」等に比較し，上部にやN厚い高比抵抗部がみら

れるが，水平探査による比抵抗分布図と対照してみると，

これは，電極を展開する測線の，地表附近の比抵抗分布

が影響を及ぼしていることが考えられ，必ずしも，測点

下の比抵抗分布の本質的な相違によるものではないと思

われる。

　5．2阿部鉱山
　坑内測定（第9図参照）

　第9図に天神橋1坑および2坑における自然電位・お

よび放射能強度の測定結果を示し，坑内地質の概略を附

，記した。測点は，V・ずれも原則として，天盤の鉱脈上に

設けた。

　両坑とも，鑓押坑道に属するもので，多数の鉱脈がみ

られ，とくに2坑は，天盤に一貫して鉱脈が連続してい

るo『

　i坑においては，坑口から4伽n，および50mの附

近がとくに低電位を示ずほか，80m前後にある珪化帯に

も，やX電位降下がみられる。岩石の相違あるいは変質

作用と，自然電位分布との関連性はあまり顕著でなく，

また鉱脈でも変質作用を伴なつている箇所では，自然電

位分布との関連が不明瞭である。

　放射能強度の測定は，時間的な制約により，自然電位

降下の最も顕著な40m附近のみについて行なつた。測

定値としては，30μ尉HR前後で，大笹鉱山の示徴部と

同程度を示しているが，自然計数が大笹鉱山よりも大ぎ

いので，放射能強度が，この箇所でとくに大きいとは考

え難い。

　次に，2坑においては，前記の通り，天盤に鉱脈が連

続しているので，鉱脈上を測定したことになる。自然電

位の示徴度は，脈勢の強弱とほ攣対応するものと考えら

れ，放射能強度も，これに対応して，5－10m附近お．
1
よ
び 28m附近でそれぞれ増大している。変質作用と自

然電位との関連性は，1坑同様に不明瞭である。
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第7図　比抵抗分布図平均3極法α胃20m　（単位，kΩ一cm）

　地表測定では，坑道上部を含んで約（一）、30mVの低／

電位帯が認められたが，測線が短く，鉱化作用との関連、

性を充分明らかにするには至らなかつた。’

　電気検層（第10，11図参照）　　　　1

　第10図は，1号孔，また第11図は2号孔の電気検層

結果と地質柱状図であつて，それぞれ本調査に先立つて

測定された放射能検層の結果を附記し，対照に便ならし

めたo
　両孔とも，比抵抗曲線には，顕著な変化がみられ，新鮮

な花嵩岩の部分に高比抵抗が，その他の部分に低比抵抗

がそれぞれ認められる。花醐岩の部分，例えば1号孔の

下部，2号孔の上部で，比抵抗曲線が著しい変動を示し

ている原因は，明らかでないが，一応岩質の不均一性，

すなわち，新鮮な花崩岩は，著しい高比抵抗を，また変

質花嵩岩および破砕帯等は，比較的低比抵抗を示してい

るものと考えたい。

　自然電位分布は，1号孔の方が全般的にやx低電位を

示レているが，いずれも明瞭な変化を示さず，岩質ある

いは鉱化作用との関連は認められない。

11号孔における放射能強度の分布は，深度5mおよび

10m附近の緑色変質岩ならびに粘土化帯が最大であつ

て，花歯岩についてみれば，最上部および中央部のものに

比較して下部のものは低い値を示している。2号孔ほ，

特徴的な傾向を示していないo

6．結　論
ガ 物理探鉱の適応陸について

　電気探鉱は，次の諸点に留意すれば，充分この種鉱床

の探査に利用できるものと考えられる。

　（1）　自然電位の変化が比較的緩漫であるから，極力短

時間に全域の測定を完了するとともに，自然電位分布の

測定を何回か行なうことによつて，照合することが望ま

しい。本調査の経験上，ピットで岩盤に達した測点は，反

覆測定を行なつても，自然電位の変動が比較的少なく，測

定結果の信頼度を高めるのに効果があると思われる。し

かしながら，この地域は，砂防工事箇所が多く1，局部的

に表土の厚薄が著しくて，一様に岩盤までピヅトを掘る

ことは困難であり，また表土の影響も，全般的な電位：分

布の傾向を支配する像ど，著しいとは思われないので，

短時問に，全域の測定が完了できる場合には，必ずしも

・ピットを用いるには及ばないと考えるQ

　（2〉比抵抗法による水平探査を必ず併用すること。

垂直探査は，鉱床附近と，それ以外の箇所とで多数行な

えば，両者の特徴的な傾向が得られる可能性があるが，

地形，地表条件等の制約があるので，適当な測点の選定

が困難かも知れない。

　地表における放射能探鉱は，本区域に餅山が多く，，表

土の厚さの変動が著しいなどの，特殊な条件に妨げられ

て，充分にその適応性を判断すべぎ結果が得られなかつ

たが，鉱化作用が地表に及んでいる場合には，効果を収

める可能性が考えられるので，さらに機会を得て検討し

たいQ
　2）大笹鉱山における今後の探鉱について

　未知区域における，多ぐの示徴のうち，最も鉱化作用
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第11図　　阿部鉱山試錐坑井電殖・放射能槍層図2号孔

　　との関連性が強いと、思われる，2坑北押の延長部を，積

　　極的に探鉱するとともに，他の示徴部についても，さら

　　に区域の外側周縁部における分布状態を明らかにしたう
7

えで検討されることを希望する。
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